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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 3,140 △41.3 271 △43.9 130 △59.0 27 △91.0

22年3月期第3四半期 5,353 △6.4 484 ― 317 ― 300 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 0.54 ―

22年3月期第3四半期 5.94 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 14,193 6,612 45.1 126.56
22年3月期 22,541 6,567 28.1 125.37

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  6,404百万円 22年3月期  6,344百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,630 △31.6 380 △39.6 260 △36.9 190 △56.2 3.75



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信［添付資料］２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ― ）、 除外 ―社 （社名 ― ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q  51,224,916株 22年3月期  51,224,916株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  619,140株 22年3月期  617,570株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q  50,606,552株 22年3月期3Q  50,607,996株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国における経済の成長や政府の経済対策の効果により、一

部の業種に企業収益の改善が見られるものの雇用情勢や個人消費は依然として厳しい状況で推移し、さらには円高や

デフレが続くなど、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。 

当社グループの主たる事業領域である建設業界は、新設住宅着工戸数の低迷が続く等、民間建設投資も回復に向か

うことなく公共建設投資は減少し、全般的に厳しい状況で推移いたしました。 

開発・ＰＩ（プリンシパル・インベストメント 以下ＰＩという。）事業及びアセットマネジメント事業領域は、

不動産取引の改善の兆しが見られるものの、取引の停滞傾向が払拭されるまでには至らず、先行きの不透明な状況が

続いております。 

このような状況の下で、建設事業につきましては引き続き「上質な木の家」を積極的にＰＲする等、住居系建設受

注の拡大強化を推進してまいりましたが建設事業の売上高は1,826百万円（前年同期比47.0％減）となり、営業利益

は69百万円（前年同期比27.5％減）となりました。 

開発・ＰＩ事業につきましては、不動産市況が引き続き低迷する中で、継続的に小規模の宅地分譲等を中心とする

営業活動を行ってまいりましたが開発・ＰＩ事業売上高は343百万円（前年同期比51.0％減）となり、営業損失は58

百万円（前年同期は34百万円の損失）となりました。 

アセットマネジメント事業につきましては、連結不動産ファンドの合同会社ＡＳＮファーストが連結対象外になっ

たことにより賃料収入が減少し売上高は895百万円（前年同期比20.7％減）となり、営業利益は減価償却費の増加等

があり407百万円（前年同期比28.7％減）となりました。 

その他の事業につきましては、売上高は75百万円（前年同期比5.2％減）となり、営業利益は4百万円（前年同期比

4.1％減）となりました。 

当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は3,140百万円（前年同期比41.3％減）となり、これに伴い売

上総利益が減少し、経費の削減により販売費及び一般管理費は減少いたしましたが、営業利益は271百万円（前年同

期比43.9％減）となりました。 

経常利益は、営業利益の減少等により130百万円（前年同期比59.0％減）となりました。 

また、四半期純利益は、特別損失として投資有価証券評価損59百万円、減損損失52百万円を計上したこと等により

27百万円（前年同期比91.0％減）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ8,348百万円減少し14,193百万円

となりました。これは主に、合同会社ＡＳＮファーストが連結対象外となったこと等によるものであります。 

流動資産は、前連結会計年度末に比べ140百万円減少し3,840百万円となりました。これは主に、受取手形・完成工

事未収入金247百万円等が増加いたしましたが、現金及び預金318百万円、販売用不動産74百万円等が減少したことに

よるものであります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べ8,207百万円減少し10,352百万円となりました。これは主に、合同会社ＡＳ

Ｎファーストが連結対象外となったこと等により、有形固定資産8,041百万円等が減少したことによるものでありま

す。 

負債につきましては、合同会社ＡＳＮファーストが連結対象外となったこと等により、前連結会計年度末に比べ

8,394百万円減少し7,580百万円となりました。 

これは主に、未成工事受入金65百万円、長期借入金2,987百万円、関係会社長期借入金750百万円等が増加いたしま

したが、短期借入金11,075百万円、関係会社短期借入金1,075百万円等がそれぞれ減少したことによるものでありま

す。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ45百万円増加し6,612百万円となりました。これは主に、利益剰余金の増加に

よるものであります。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

通期の業績予想につきましては、平成23年１月25日に公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」から

変更はありません。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法  

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められ

るため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

② 市場価格のない株式の減損処理 

市場価格のない株式の発行会社の財政状態が悪下しているかどうかの判断にあたっては、四半期会計期間末まで

に入手し得る直近の財務諸表を使用する方法によっております。 

③ たな卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を

基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、

簿価切下げを行う方法によっております。 

④ 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。 

⑤ 減損の兆候 

減損の兆候にあたっては、前連結会計年度末以降に使用範囲又は方法について当該資産又は資産グループの回収

可能価額を著しく低下させる変化を生じさせるような意思決定や、経営環境の著しい悪化に該当する事案が発生し

たかどうかについて留意し、兆候を把握するか否か決定する方法によっております。 

⑥ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によって

おります。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予想やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。 

⑦ 重要性が乏しい連結会社における簡便的な会計処理 

重要性が乏しい連結会社においては、重要な企業結合や事業分離、業績の著しい好転又は悪化及びその他の経営

環境に著しい変化がないと認められ、かつ、当第３四半期財務諸表上の一時差異等の発生状況について大幅な変動

がないため、税金費用の計算にあたり、税引前四半期純利益に、前年度の損益計算書における税効果会計適用後の

法人税等の負担率を乗じて計算する方法によっております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益は、それぞれ503千円減少し、税金等調整前四半

期純損失は10,212千円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は15,559千

円であります。 

② 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表分）

及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）を適用

しております。これによる損益に与える影響はありません。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,935,999 2,254,782

受取手形・完成工事未収入金 378,613 131,312

売掛金 89,056 79,613

販売用不動産 939,667 1,014,614

未成工事支出金 46,448 50,969

材料貯蔵品 8,121 11,726

関係会社短期貸付金 330,000 330,000

繰延税金資産 34,683 34,683

その他 88,585 78,328

貸倒引当金 △10,680 △5,015

流動資産合計 3,840,495 3,981,016

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 3,490,462 9,559,984

土地 2,777,513 4,606,189

信託建物（純額） 2,760,423 2,803,002

信託土地 909,331 909,331

その他（純額） 16,025 116,458

有形固定資産合計 9,953,756 17,994,967

無形固定資産 58,641 73,247

投資その他の資産   

その他 574,128 725,797

貸倒引当金 △234,000 △233,500

投資その他の資産合計 340,128 492,297

固定資産合計 10,352,526 18,560,512

資産合計 14,193,022 22,541,528
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 31,556 18,541

工事未払金 295,852 232,387

短期借入金 1,299,856 12,375,556

関係会社短期借入金 － 1,075,000

リース債務 14,496 14,223

未払法人税等 8,924 14,552

未成工事受入金 125,877 60,289

賞与引当金 7,709 25,645

完成工事補償引当金 8,100 12,600

未払金 40,940 79,908

その他 85,421 80,044

流動負債合計 1,918,735 13,988,748

固定負債   

社債 100,000 100,000

長期借入金 3,113,842 125,884

関係会社長期借入金 1,548,045 797,810

リース債務 56,472 67,379

再評価に係る繰延税金負債 227,262 227,262

退職給付引当金 171,337 157,730

役員退職慰労引当金 153,054 141,858

債務保証損失引当金 129,000 129,000

資産除去債務 15,721 －

その他 146,689 238,632

固定負債合計 5,661,424 1,985,557

負債合計 7,580,159 15,974,305

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,422,629 1,422,629

資本剰余金 5,060,112 5,089,533

利益剰余金 △211,076 △305,820

自己株式 △96,789 △96,703

株主資本合計 6,174,875 6,109,638

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △5,546 △3,009

土地再評価差額金 263,974 263,974

為替換算調整勘定 △28,663 △26,186

評価・換算差額等合計 229,764 234,778

少数株主持分 208,222 222,805

純資産合計 6,612,862 6,567,223

負債純資産合計 14,193,022 22,541,528
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 5,353,870 3,140,894

売上原価 4,161,700 2,332,223

売上総利益 1,192,169 808,671

販売費及び一般管理費 707,520 536,730

営業利益 484,649 271,940

営業外収益   

受取利息 14,979 11,572

受取配当金 541 －

受取保証料 16,477 15,143

その他 17,008 10,663

営業外収益合計 49,006 37,379

営業外費用   

支払利息 209,635 166,546

その他 6,958 12,736

営業外費用合計 216,593 179,283

経常利益 317,062 130,037

特別利益   

固定資産売却益 283 362

貸倒引当金戻入額 300 3,393

受取和解金 2,699 －

特別利益合計 3,282 3,756

特別損失   

減損損失 － 52,888

固定資産除却損 － 42

投資有価証券評価損 － 59,629

訴訟損失引当金繰入額 22,716 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 9,708

その他 － 13,181

特別損失合計 22,716 135,450

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

297,627 △1,656

法人税、住民税及び事業税 8,643 13,438

過年度法人税等戻入額 － △29,810

法人税等調整額 － 2,116

法人税等合計 8,643 △14,254

少数株主損益調整前四半期純利益 － 12,598

少数株主損失（△） △11,541 △14,582

四半期純利益 300,526 27,180
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（第３四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 1,766,485 1,033,681

売上原価 1,428,413 814,840

売上総利益 338,072 218,841

販売費及び一般管理費 205,650 164,699

営業利益 132,422 54,141

営業外収益   

受取利息 3,990 3,724

受取配当金 259 －

受取保証料 5,066 5,066

その他 6,495 2,675

営業外収益合計 15,811 11,466

営業外費用   

支払利息 67,259 33,986

その他 629 8,499

営業外費用合計 67,889 42,485

経常利益 80,344 23,122

特別利益   

固定資産売却益 － 362

貸倒引当金戻入額 － 2,602

特別利益合計 － 2,964

特別損失   

減損損失 － 52,888

投資有価証券評価損 － 333

特別損失合計 － 53,221

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

80,344 △27,134

法人税、住民税及び事業税 3,126 3,677

法人税等調整額 － △436

法人税等合計 3,126 3,241

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △30,375

少数株主損失（△） △3,908 △6,381

四半期純利益又は四半期純損失（△） 81,126 △23,994
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該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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